
☆三田祭実行委員会の独自財源支出☆ 
・三田祭実行委員会が独自財源支出の承認の為、全塾協議会の場で内容の説明をしました。 
<内容> 
支出内容は、三田祭期間中の委員の食事代として 2000円×委員数（159名）×7日分およ
び夜間警備などでキャンパスに泊まる人用の寝具代である。食事代については、朝食のみ

キャンパスに泊まる人の分、昼食・夕食は委員全員に支給する。また寝具代については、

これまでは慣習枠からの支出だったが、今回からは独自財源からの支出として申請する。 
<質問・意見> 
東（四谷）：寝具代というのは、三田祭期間中の寝泊り用なのか。 
→（三田実）：はい、そうです。 
若月（局長）：宿泊費としての申請はできないので、寝具代と明記するようにしてください。 
<評決>承認 
 
☆国際関係会の独自財源支出☆ 
・国際関係会が独自財源支出の承認の為、全塾協議会の場で内容の説明をしました。 
<内容> 
活動に必要な経費として、以下の５つの支出項目を認めてほしい。まず、留学生を成田空

港まで迎えに行く部員の交通費援助費として、往復分 2,000 円×回数分。成田へは、留学
生１人につき部員１人が随行し、それに委員長と副委員長が加わる。ただし、テスト期間

などの関係で数は上下する。次に、世界各国の I.I.R.を統括する I.W.C.O.へ払う会費２年分
である 200 ユーロ。２年分である理由は、昨年の会費が未納状態で、日吉代表が立て替え
ていたためである。また、I.W.C.O.の会議へ出席するためのスペインへの渡航費として約
130,000円。この会議に出席しないと提携ができなくなり、活動に大きな支障をきたすため、
どうしても必要な支出である。さらに、ホストファミリーホストファミリー登録の返信封

筒に必要な切手代。最後に、引退部員に渡す色紙やお花代。これは事前振込であったため、

既に買ってある。全て部費からの出費で賄っています。 
<質問・意見> 
神村（事務局員）：成田への交通費援助の延べ人数はどのくらいか。 
→後藤（I.I.R.）：正確な人数は領収書を見ないと分からないが、援助費に関しては 1,000円
を超える領収書を提出した部員に対しても 1,000円しか申請はしていない。 
若月（事務局長）：会議の渡航費が高い。 
<評決>承認 
  



☆オリエンテーション実行委員会の独自財源支出☆ 
・オリエンテーション実行委員会が独自財源支出の承認の為、全塾協議会の場で内容の説

明をしました。 
<内容> 
例年は慣習枠からの申請であったが、今年度から枠がなくなったため、独自財源から申請

させてもらう。支出内容は、12 月に行われる総会や、オリエンテーション期間の前後の作
業に必要な昼食代である。 
<質問・意見> 
若月（事務局長）：例年では総会はいつ開催しているのか。 
→古屋（オリ実）：12月と 3月に開催しています。 
藤田（全慶連）：申請された日数を上回ることはないか。 
→古屋（オリ実）：ありません。 
<評決>承認 
 
☆全国慶應学生団体連盟の独自財源支出☆ 
・全国慶應学生団体連盟が独自財源支出の承認の為、全塾協議会の場で内容の説明をしま

した。 
<内容> 
支出内容は以下の２点である。１点目が、三田祭への他大学誘致の際に控室で振る舞う食

事・菓子・お茶代として約 25,000円。この際、物産展を楽しんでいただくため、模擬店で
使える食券も配布し、特別に食券で商品を提供する。後日、食券は出展学生会から食券補

助金代として独自財源で買い取り、実質的に渉外団体の食事代を独自財源で負担している。

招待日は 11月 21日を予定しており、8～9団体の誘致が見込まれている。２点目が、三田
祭においてインフルエンザ対策に使うマスク代 15,000 円および体温計代 8,000 円である。
この支出は、三田祭実行委員会からの通達により、物品販売者のマスク着用および検温が

義務とされたことに付随する想定外のものであるが、物産展の運営に必要不可欠な出費で

あると考えている。各学生会にマスクを調達するのは困難である可能性が懸念されるので、

独自財源から全慶連として一括購入し、各学生会へ配布することによってマスク着用を徹

底させる。また体温計については、検温を各個人に任せる方針になるが、検温を忘れてき

た者への対応や開催中の健康管理のためにも、当団体でいくつか購入しようと考えている。

費用の内訳は、マスクが参加人数×4日間＋不測の事態へ備える分として 1,500枚、体温計
がデジタル式のものを男女 2個ずつで計 4個、となっている。 
<質問・意見> 
神村（事務局員）：三田祭における収支は財源に組み入れるのか。 
→長尾（全慶連）：三田祭における収支は各学生会単位で完結している。 
<評決>承認 



☆卒業アルバム委員会の代表者交代申請☆ 
・卒業アルバム委員会の委員長の交代にあたり、新委員長の○○氏が全塾協議会の場で挨

拶をしました。 
<内容> 
当委員会は卒業アルバムの製作を業務としている。別冊として音の思い出を題材にした CD
も作っている。 
<質問・意見> 
若月（事務局長）：今年の卒業アルバムの価格はいくらか。 
→（卒アル）：事前購入なら 18,000円です。 
藤田（全慶連）：卒業アルバムの原価はいくらか。 
→（卒アル）：把握していないが、当委員会は営利を目的としているわけではないため、総

製作費と価格との間に大きな差はないと思われます。 
斎藤（事務局次長）：全塾協議会の写真は撮ってくれないのか。 
→（卒アル）：今日は準備していませんでした。 
若月（事務局長）：繰越金が約 6千万円もあるのは少し多すぎるので、少し販売について見
直しをして、値下げの検討をしてみてください。また、学校への申請に時間がかかるため、

代表者交代の申請にはもっと早く来てください。 
→（卒アル）：はい、気をつけます。 
<評決>承認 
 
☆オリエンテーション実行委員会の代表者交代申請☆ 
・オリエンテーション実行委員会の委員長の交代にあたり、新委員長の古屋氏が全塾協議

会の場で挨拶をしました。 
<内容> 
当委員会は新入生歓迎イベントであるオリエンテーションの運営を業務としている。具体

的には、年 2回の総会およびオリエン期間の準備などである。 
<質問・意見> 
若月（事務局長）：来年のオリエン参加費も 7,000円か。 
→古屋（オリ実）：はい、そうです。 
<評決>承認 
  



☆塾生会館運営委員会の財務報告☆ 
・塾生会館運営委員会の決算報告について不十分な点を補足説明するため代表者が召喚さ

れましたが、代表者が急病のため出席できず、字面での報告に止まりました。 
<内容> 
印刷機については、リース代・インク代および点検費を学校に払ってもらっている。塾運

として購入するのはマスターペーパー代のみで、価格は１本あたり約 6,000 円。また、マ
スターペーパー代として塾生から徴収している額は１回につき 50円で、わずかに黒字にな
るよう設定されていが、最近は赤字が続いている。その理由として、塾生の要望に応え、

４年前から印刷機を２台とも A3用紙対応にしたことと、２号機の調子が悪く、メンテナン
スに要した費用がかさんだことが挙げられる。繰越金については、何らかの原因で機材が

壊れるなど不測の事態に備え、常時 300 万円ほど必要と考えている。参考として、ピアノ
が１台 100万円、印刷機は１台 150万円する。 
<質問・意見> 
神村（事務局員）：問題の争点として挙げられるのは、以下の点です。マスターペーパーの

値段が適正か判断できないこと、利益は出ていないと言いつつ昨年度の決算では 50万円の
利益が出ていること、リーダーズキャンプにおいては印刷機を購入すると言っていたのに

今回はリースと言っていること、そして点検費などが学校の負担と説明されているのに、

整備費が決算書類に計上されていたこと。 
溝井（事務局員）：日吉の学生部からは、利益が出ているかなど曖昧な点はきちんと追及し

てほしいと言われている。 
<評決>次回持ち越し 
 
 
☆選挙管理委員会の活動報告☆ 
・2009年度の全塾協議会事務局長・次長選挙に向けた活動について、選挙管理委員会の委
員長が報告をしました。 
<内容> 
選挙管理委員会の活動計画表を作成して、配布したので見ていただきたい。また、これか

ら所属団体の皆様にはなにかと協力していただきたいことがある。まず候補者の募集であ

るが、これは今日中にメーリングリストに流す用のテンプレートを作って転送するので、

そのまま募集用に使ってほしい。立候補資格は、局長・次長両候補がペアで立候補するこ

と、および所属団体の代表者・財務またはその候補者でないこと、の２点を満たしている

ことである。また、次回の全協で当日分担会議をする。 
<質問・意見> 
若月（事務局長）：加盟団体の投票率はできる限り 100%へ近づけたいので、そのためにも
上部団体の方々には協力をしてもらいたい。よろしくお願いします。 



☆全塾協議会報の創刊報告☆ 
・全塾協議会の広報担当者が、全塾協議会報の創刊を報告しました。 
<内容> 
全塾協議会の知名度向上のため、全塾協議会報を創刊したので、見ていただきたい。日吉

に部室を持つ所属団体の方には既に配布してある。この会報は、まずは所属団体の末端部

員にまで知ってもらうことを目的の第一段階と考えている。これからも継続の方向で、毎

月の全塾協議会ごとに発行していきたいと思う。 
 
☆福利厚生機関本部の拡張☆ 
・福利厚生機関本部の組織および活動の拡大について、代表者が予告しました。 
<内容> 
現在、福利厚生機関本部は代表者１名のみの名目的な組織となっている。この現状を打破

すべく、各団体から役員を選出し、より効果的な活動をしていこうと思う。具体的な活動

は、慶早戦が終わった後に始まることとなる。 
<質問・意見> 
岡本（體育會）：役員の選出に面接はあるか。 
→星（福厚機）：しようと思います。 
 
☆次回の全塾協議会日程について☆ 
日時 11月 11日（水）18:30～ 
場所 三田キャンパス 

全塾協議会 HP： http://www.keio-zenkyo.com/  
全塾協議会事務局 部室：日吉→塾生会館 221号室 

三田→西校舎学生団体ルーム 11番 
同 学生団体ルーム 27番 


